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圃場接種試験によるチャ品種・系統の赤焼病抵抗性判定
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Assay of Bacterial Shoot Blight Resistance among Tea Cultivars

































































部保存菌株 P. syringae pv. theae K9301 株を供試した．
接種源の調製は既報（吉田ら，2013）に従った．また，野
菜茶業研究所保存菌株のチャ輪斑病菌 Pestalotiopsis 
longiseta （Spegazzini） Dai et Kobayashi の NP2-2-1 株
およびチャ炭疽病菌 Discula theae-sinensis （I. Miyake） 





いる表－ 1～表－ 3 に示すチャ（Camellia sinensis （L.） 
O. Kuntze）の 160 品種・系統を供試し，圃場接種試験
を 4 年間反復して行った．この中には農林認定品種 56
品種（表－１），府県・民間育成品種・系統 56 点（表－
2），野菜茶業研究所育成品種・系統 48 点（表－ 3）が含







旧系適試験 11 群供試系統の新品種‘きらり 31’は
2005 年 3 月に J1 園に定植，旧系適試験 12 群から品種
候補として選抜予定の宮崎 34 号および金谷 33 号は
2008 年 3 月に E3 園に定植し，比較品種として‘やぶき
た’，‘おくみどり’，‘さやまかおり’を供試した．さら
に，新品種の‘なごみゆたか’，‘さえあかり’，‘おくは
るか’は，2010 年 10 月に N3 園に定植し，‘やぶきた’
と‘おくみどり’を比較品種として試験を行った．J1，
E3，N3 園の 1 品種の畝の大きさ（幅×長さ）は，約










さ（幅×長さ）は約 1.8m × 10 ｍで，2013 年度の試験
後の 2014 年 6 月に中切り更新を行った．
d　試験圃場の施肥量
接種試験を実施した各園の年間施肥量は成分量で窒素









× 50cm 枠を用いて枠内の罹病葉を数えた．E4 園での試
験では，1 品種・系統当たり 2 個体の南北 2 か所合計 4
か所を調査し，その平均値を 1 ㎡あたりの発病葉数に換
算した．その他の試験では，畝を南北に縦断する形で
50cm 枠を用いて 3 か所調査し，それを 1 区分として 3
反復調査し， 1 ㎡あたりの発病葉数に換算した．
a　品種・系統の圃場接種試験
E4 園の圃場接種試験は 2010 年度，2011 年度，2012
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年度および 2014 年度に行った．2010 年度の試験では
2010 年 12 月 28 日に接種し，2011 年 3 月 10～14 日に
発病調査を行った．2011 年度の試験では 2011 年 12 月
22 日に接種し，2012 年 3 月 24～25 日に発病調査を
行った．2012 年度の試験では，2012 年 12 月 28 日に接
種し，2013 年 3 月 14～15 日に発病調査を行った．2014
年度の試験では，2014 年 12 月 16 日に接種し，2015 年
3 月 13～14 日に発病調査を行った．なお，‘からべに’，




旧系適 11 群と 12 群の接種試験は 2011 年度と 2012
年度に行った．2011 年度の試験では，2011 年 12 月 21
日に接種し，2012 年 3 月 26 日に発病調査を行った．
2012 年度の試験では 2013 年 1 月 16 日に接種し，3 月
13 日に発病調査した．新品種の接種試験は，2013 年度
と 2014 年度に行った．2013 年度の試験は 2013 年 12
月 26 日に接種し，2014 年 3 月 17 日に発病調査を行った．
2014 年度の試験は 2015 年 1 月 26 日に接種し，3 月
14 日に調査した．また 2014 年度の新品種の接種試験で
は，後述するマシン油乳剤散布を併用した接種試験も併






2014 年度に行った．2013 年度の試験では，2014 年 2 月
5 日に 97％マシン油乳剤（トモノール S，OAT アグリ
オ）50 倍を 1 ｍ幅で一畝３か所 200L/10a 相当量を散布
し，2 月 7 日に赤焼病菌を接種した．初発は 3 月 1 日に
確認され，調査は 3 月 21 日に行った．2014 年度の試験
では，2015 年 1 月 25 日に 97％マシン油乳剤 50 倍を散
布し，1 月 26 日に接種した．初発は 2 月 14 日に確認さ
れ，調査は 3 月 11 日に行った．
c　茶葉へのマシン油乳剤処理が炭疽病と輪斑病の発病
に及ぼす影響


































（図－ 2A）．各試験年度の中央値は，2010 年度が 34.0，
2011 年度が 35.5，2012 年度が 160.3，2013 年度が 68.0
となり，上側外れ値となった品種・系統は，2010 年度は












E4 園の 160 品種・系統の 4 年間の圃場接種試験の中
央値比の平均値を算出し，赤焼病抵抗性の強弱を判定し
た．中央値比の箱ひげ図（図－ 2B）の下側 1/4 点の 4 年
間の平均値と標準偏差は 0.357 ± 0.05 である．そこで，
中央値比 0.4 未満を抵抗性「強」，さらに中央値比 0.2 未
満を「極強」とした．また，中央値比が 0.4 以上 0.6 未
満を「中」，0.6 以上 1.0 以下を「やや弱」，1.0 以上 2.0
未満を「弱」，2.0 以上を「極弱」とし，６段階に分類し
た（表－ 6）．各抵抗性の品種・系統数は，「極強」が 15
点，「強」が 13 点，「中」が 16 点，「やや弱」が 29 点，































‘さえみどり’の 64.7 枚 / ㎡が最多であったが，マシン油
乳剤を散布した場合，発病の助長程度に顕著な品種間差が
認められた（図－ 4）．表－ 6 で抵抗性「極強」～「強」と
判定された‘あかね’，‘やえほ’，‘べにひかり’，‘さやま
かおり’，‘しゅんめい’および‘べにふうき’のマシン油
乳剤散布による発病葉数は 21 枚 / ㎡以下で，発病助長は
少ないが，‘おくみどり’は 55.8 枚 / ㎡に発病葉数が増加





‘かなやみどり’は 300 枚 / ㎡以上に発病葉数が増加した．
2014 年度の試験では，無処理の赤焼病の発病葉数は
















は 65.7 枚 / ㎡と 111 枚 / ㎡であり，やや多かった．また，
抵抗性「極強」の‘なつみどり’は 293 枚 / ㎡に発病葉
数が増加し，表－ 6 で抵抗性「中」以下と判定された全
























































年度の中央値比 0.4 を発病葉数に換算した平均値は 29
枚 / ㎡である．富濱（2005）は赤焼病の要防除水準なら
びに防除有効水準を提唱し，春整枝前の 3 月上旬時点で







































今回，供試した 165 品種・系統は，中国変種（C. 
sinensis var. sinensis）の日本在来種から選抜されたもの，
日本在来種の交雑育種により育成されたもの，海外から導














組合せの枕崎 29 号は「強」，枕崎 28 号は「やや弱」と抵
抗性発現が異なった．一方，抵抗性「強」の‘さやまかお
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Assay of Bacterial Shoot Blight Resistance among Tea Cultivars 
and Breeding Lines using a Field Inoculation Test
Katsuyuki Yoshida
Summary
Bacterial shoot blight (BSB) caused by Pseudomonas syringae pv. theae is one of the most serious diseases of 
tea (Camellia sinensis L.) in Japan. BSB is epidemic from late autumn to early spring, and an outbreak can 
signiﬁcantly reduce the yield of the ﬁrst crop. However, little is known about the variations in BSB resistance 
among tea cultivars. This study assayed BSB resistance among tea cultivars and breeding lines in a field 
inoculation test. Small hedge (about 1.0 m long by 1.5 m wide) of 165 cultivars and breeding lines were 
inoculated with a suspension of P. syringae pv. theae (1 × 108 cfu/mL, 100mL/m2) in late December. Infected 
leaves were counted in a 50-cm-square frame (4 replicates per tested plant) in late March of the next year. The 
inoculation tests were performed at least twice. The number of infected leaves per m2 was calculated. Median 
value of the number of infected leaves in all tested plants was calculated by statistical assay at each tested 
years. BSB resistance of tested plants was classiﬁed by the average of the ratio to median value (ARM) of each 
years. It was classified into highly resistant (HR, ARM < 0.2), resistant (R, 0.2 ≤ ARM < 0.4), moderately 
resistant (MR, 0.4 ≤ ARM < 0.6), slightly susceptible (SS, 0.6 ≤ ARM< 1.0), susceptible (S, 1.0 ≤ ARM < 2.0), or 
extremely susceptible (ES, 2.0 ≤ ARM). The assay identiﬁed 17 HR or R cultivars (9 green tea and 8 black tea) 
and 13 HR or R breeding lines. The degree of resistance in the other 135 accessions was MR or lower. Pre-
spraying the hedges with petroleum emulsiﬁable concentrate before inoculation enhanced the disease severity. 
These results indicate that the assay can screen for cultivars that are highly resistant to BSB for use in tea 
breeding.
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